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水 質 環 境基準
千葉県湖沼水質保全計画による

12昭/e年 平均目 標 COD値

平成15年5月、月平均COD値
7.5昭/e採水場所 :手賀沼公園沖

平成16年5月、月平均COD値
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広

報

レクリヱーションソーンつ?ミリ
自
然
と
ふ
れ
あ
い
楽
し
む
公
園
巴

市
は
、
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
を
雄
大
な
自
然
環
境
の
中
で
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
公
園
と
し
て
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

6
月
お
日
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
利
根
川
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

ご
家
族
や
お
友
達
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
l
ン
の
面
積
は
、
約
時
h
。
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
広
場
、
オ
ブ
ロ
ー
ド
自
転

車
コ

l
ス
、
遊
ぴ
の
広
場
、
親
水
護

岸
、
水
辺
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
テ
ラ
ス
な

ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

な
お
、
河
川
敷
の
た
め
台
風
や
大

雨
に
よ
る
増
水
時
と
夜
間
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
広
場
の
面
積
は
約

2
h
。
昨
年
、
仮
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
水
道
設
備
を
設
け
る

と
と
も
に
、
施
設
を
よ
り
充
実
さ
せ

ま
し
た
。
野
外
卓
ロ
基

(
A
4っ
寧
イ

ス
で
利
用
可
能
2
基
)
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
サ
イ
ト
9
基
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ア

イ
ヤ
l
サ
ー
ク
ル
、
水
飲
み

・
洗
い

場
、
駐
車
場
(
印
台
)
な
ど
が
あ
り

ま
す
(
写
真)。

*
広
場
の
利
用
案
内
と
お
願
い

。
キ
ャ
ン
プ
用
品
は
利
用
者
が
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

。
火
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
蹴
ル

を
禁
止
し
ま
す
。
コ
ン
ロ
な
ど
を
使

用
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

。
燃
え
カ
ス
や
ゴ
ミ
は
、
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

。
鉄
板
や
食
器
類
の
油
は
必
ず
紙
で

拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
o

om人
以
上
で
利
用
す
る
場
合
は
、

利
用
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
公
園
緑

地
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
の
オ
ブ

ロ
ー
ド
自
転
車
が
楽
し
め
る
広
場
。

練
習
広
場

(
1
本
橋
と
デ
コ
ボ
コ

道
)
、
初
級
コ

l
ス

(1
3
0
m
)
、

上
級
コ

1
ス

(
3
6
0
m
)
で
、
全

周
4
9
0
m
の
コ
l
ス
に
は
、
ジ
ャ

ン
プ
台
や
パ
ン
ク
が
あ
り
ま
す。

休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
対
屋
と
水
飲

み
場
を
整
備
し
ま
し
た
(
写
真)。

*
コ
I
ス
の
利
用
案
内
と
お
願
い

。
利
用
時
間
は
、

4
月
か
ら
9
月
が

午
前
6
時
か
ら
午
後
6
時

o
m月
か

ら
3
月
が
、
午
前
7
時
か
ら
午
後
4

時
で
す
。

。
オ
ブ
ロ
ー
ド
専
用
自
転
車
(
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
)
以
外
の
自
転

車
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

。
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ
(
寧

手
可
)
、
防
具
(
ひ
じ
・ひ
ざ
の
ガ
ー

ド
類
)
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
小
学
校
3
年
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い

0

0
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
入
れ
は
禁
止
で

す。o
m人
以
上
で
利
用
す
る
場
合
は
、

1
カ
月
前
ま
で
に
体
育
謀
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

一無
料
で
貸
し
出
し
}

。
土

・
日
曜
日
、
祝
祭
日
と
春

・
夏

休
み
は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト、

防
具
を
貸
し
出
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。
現
地
の
受
付
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
貸
出
時
間

は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
で
す
。

圃

体
育
課
宮
7
1
8
7
・
1
1
5

5
 遊

び

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
広
場
の
隣
り
に
、

木
製
遊
具
(
馬
跳
ぴ
、
丸
太
渡
り
、

ン 大a

遊 太
具杭ふ

皇警
備)

しと
まコ
しン
たピ
。ネ

ユ〆
ヨ

親

水

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
1
ン
の
水
辺
に
ワ
ン
ド
形
状
の
護

岸
を
2
カ
所
整
備
し
ま
し
た
。

上
流
側
(
幅
1
5
0
m
)
は
、
悠
々

と
流
れ
る
利
根
川
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

下
流
側
(
幅
2
0
0
m
)
は
、
水

に
ふ
れ
ら
れ
る
階
段
護
岸
、
コ
ン

サ
ー
ト
が
で
き
る
水
上
ス
テ
ー
ジ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
整
備
し
た
草
地
広
場
で
す
。

野
外
卓
5
基
、
水
飲
み
場
、
ト
イ
レ

2
基
(
多
目
的
タ
イ
プ
1
基
)
、
駐

車
場
1
0
2
台
分
(
う
ち
身
障
者
用

4
台
分
)
な
ど
が
あ
り
ま
す。

自
然
観
察
ゾ
1
ン
に
は
、
流
路
、

流
れ
の
草
地
、
謹
地
と
小
丘
の
3
つ

の
ピ
オ
ト
l
プ
が
す
で
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ピ
オ
ト
l
プ
を
活
用

し
て
環
境
学
習

・
自
然
観
察
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
、
散
策
路
、
休
憩
施

設
(
東
屋
、
ト
イ
レ
な
ど
て
野
鳥

観
察
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

フ?ミリーレワリ工ーシヨシソ-)の全備図週園田

。受温手段
車…入口は、市民体育館、終
末処理センター、乗馬クラブ、
付近の3力所。
市民パス舗北駅北口~つつ
じ荘)…つつじ荘で下車(料
金100円。月曜日、日曜日、
祝日、年末年始は運休)
つつじ荘パス-つつじ荘で下
車(料金無料。月曜日、祝日、
毎月第十3・5週の火曜日、
年末年始は運休)

安心とゆと り

公
園
の
面
積
は
約

η
・
5
h
で
、

4
つ
の
ゾ
l
ン
が
あ
り
ま
す。

。
自
然
観
察
ソ
l
ン
・
:
水
辺
の
生
物

が
生
息
す
る
ピ
オ
ト
l
プ
を
つ
く
り
、

環
境
学
習
が
で
き
る
空
間

。
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
l
ン
・
:
野
球
場
や
サ

ッ
カ
ー
場
な
ど

。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
l
ン
・
:
広
大
な
草
地
が
広
が
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
だ
れ
で

も
楽
し
め
る
空
間

。
自
然
緑
地
ゾ
l
ン
・
:
既
存
の
自
然

を
保
全
し
散
策
も
で
き
る
空
間

全
体
の
完
成
は
2
0
0
7
杢
度
の

予
定
で
す
が
、
整
備
が
で
き
た
場
所

か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

圃

公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
4

の健康福祉都 市をめざして
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つまってる

参議院議員選挙
投票日は7月11日(予定)

授票箱、みんなのねがいが参
議
院
議
員
選
挙
は
、

6
月
M
日

に
公
示
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
場
合
、

7
月
U
日
側
が
投
票
日
に
な
り
ま
す
。

棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

-ー-
7
月
U
日
が
投
票
日
に
な
っ
た
場

合
、
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件

を
備
え
、

「我
孫
子
市
選
挙
人
名
簿
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

t1 怠

①
昭
和
回
年
7
月
ロ
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
②
平
成
時
年
3
月
お
日
以

前
に
我
孫
子
市
に
転
入
届
を
し
、
引

き
続
き
6
月
お
日
(
基
準
日
)
ま
で

我
孫
子
市
に
住
ん
で
い
る
人
③
公

職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権
と
被

選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な
い
人

※
3
月
M
日
以
降
我
孫
子
市
に
転
入

届
を
提
出
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
は

2
種
類

千
葉
県
選
出
輯
員
選
挙
は
薄
黄
色

の
投
票
用
紙
で
す
。
候
補
者
の
名
前

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

比
例
代
表
選
出
櫨
員
選
挙
は
白
色

の
投
票
用
紙
で
す
。
候
補
者
名
ま
た

は
政
党
名
の
い
ず
れ
か
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

大
切
な
一
票
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
候
補
者
名
や
政
党
名
を
よ
く

確
か
め
て
、
投
票
用
紙
の
所
定
の
欄

あ
な
た
の
意
見
を
事
業
計
画
や
施
策
に
反
映
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
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我
孫
子
市
の
介
護
保
険
を
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
く

「介
護
保
険
市
民

会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

介
護
保
険
市
民
会
議
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
介
護
保
険
事
業
計

画
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
設

置
さ
れ
、
公
募
の
市
民
委
員
を
は
じ

め
、
学
識
経
験
者
、
保
健

・
医
療
従

事
者
な
ど
白
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
意
見
を
介
護

保
険
事
業
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
①

ω歳
か

ら
臼
歳
ま
で
の
方
②
臼
歳
以
上
の
方

で
、
任
期
を
と
お
し
て
出
席
で
き
る

方
(
他
の
審
議
会
の
委
員
に
委
嘱
さ

れ
て
い
る
方
は
除
く
)

募
集
人
員
①
、
②
各
2
人

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

任
期
・

開
催
回
数

任
期
は
凶
年
8

月
か
ら
3
年
問
。
会
議
は
3
カ
月
に

1
回
程
度
、
平
日
に
開
催
の
予
定

応
募
方
法
「
わ
が
ま
ち
の
介
護
保

険
」
ま
た
は

「介
護
保
険
と
介
護
予

防
」
の
ど
ち
ら
か
一
つ
に
つ
い
て
、

意
見

・
提
言
等
を

8
0
0
字
程
度
に

ま
と
め
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
5
日
必

着
で
〒
2
7
O
I
l
l
9
2
市
役
所

介
護
支
援
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

圃

介
護
支
援
謀

・
内
線
3
8
2

に
ハ
ッ
キ
リ
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
整
理
券
を
発
送

投
票
所
で
の
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
、
投
票
所
整
理
券
を

6
月

幻
日
に
発
送
し
ま
す
。
万
て
紛
失

し
た
り
、
転
居
等
で
お
手
元
に
届
か

な
か
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
本
人
以

外
が
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

他
人
が
使
用
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

期
目
前
投
票
は
6
月
お
日
か
ら

投
票
日
当
日
、
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
、

買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
期
目
前
投
票
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
で
き
る
場
所

・
期

間
・
時
間
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

圃

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

・
内

線
3
4
5国民健康保険を

衰えるのはあな厄でq
保険税は期限肉に納めましょう

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
加

入
者
が
保
険
税
を
負
担
し
あ
う
こ
と

に
よ
り
、
万
が
一
病
気
や
け
が
を
し

た
時
に
医
療
費
の
一
部
を
支
払
う
こ

と
で
、
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
相
互
扶
助
を

巴
ご
注
意
を

注
意
報
発
令
中
は
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
避
け
ま
し
ょ
う

千
葉
県
で
は
、
毎
年
4
月
か
ら
叩

月
に
か
け
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
常

時
監
視
し
て
い
ま
す
。

市
で
は

「光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
防
災
行

政
無
線
で
一
斉
に
放
送
す
る
ほ
か
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
や
支
所
な
ど
に
発
令

板
を
掲
示
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、

6
月
か
ら

。国民健康保険税はこうして決められます自 所得欄 問 領

= I (空詩銭駿繍守+I(都腎欝想<ll+
| X7.4% I I x 15% 

均等割額 平等割額

| 国保加入者数 1+1 ~ 世帯につき
×16.8ゆO円 I 12，000円

※賦課限度額は53方円8 所得欄 均等輔

=1(常総額急斜| 介蜘第2鞠保険

×0.78% 1+1獄抑;:72F
※年度途中ち叫織になった方には税額変更通知を送付します
※賦課限度額はS万円

。年齢によって保険税が異なります
040歳未満の方 一一一一一一・ 医療分のみ
040歳から65歳未満の方 一一一-医療分+介笹分
065歳以上の方 一一一一一一・ 医療分のみ

V口座振替金融機関一覧

|千葉・東京三菱・京葉・千葉興業・UFJ・三井住友・
銀 行|

|常陽・関東つくば・みずほ・りそな・茨城

信用金庫|千葉・東京ベイ・水戸

その他 |東葛ふたぱ農業協同組合・郵便局

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

保
険
税
の
納
税
通
知
書
は
、

6
月

中
旬
以
降
に
世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
缶
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は

別
途
納
入
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
介
護
支
援
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
保
険
税
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座

振
替
で

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
指
定
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
翌

9
月
の
夏
場
を
中
心
に
、
晴
天
で
気

温
が
高
く
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
注
意
報
が
発
令
さ

れ
た
と
き
は
、
屋
外
で
の
激
し
い
運

動
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
て
く
だ
さ

し
v

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
影
響
で
、
自

が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
ど
が
痛
ん

だ
り
、
頭
痛
が
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
症
状
の
軽
い
場
合
は
、

洗
眼
、
う
が
い
な
ど
の
応
急
手
当
て

を
し
て
か
ら
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
重
い
場
合
は
、
速
や
か
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因

と
な
る
窒
紫
酸
化
物
の
排
出
を
削
減

す
る
た
め
、
車
の
運
転
は
で
き
る
だ

け
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

手
賀
沼
謀

・
内
線
4
6
3

年
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
預
貯
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
上
表
の
金
融
機
関
で
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

。
保
険
置
が
更
新
に
な
り
ま
す

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
(
保
険
証
)
の
有
効
期
限
は
平
成

同
年
7
月
担
固
ま
で
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
帯
1
枚

か
ら
1
人
1
枚
に
な
り
、
カ
ー
ド
化

し
ま
す
。

7
月
中
旬
以
降
、
配
達
記

録
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

。
国
保
財
政
は
ピ
ン
チ
で
す

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
療
養
費
、

高
額
療
養
費
の
増
加
な
ど
年
々
支
出

が
増
え
、
そ
れ
を
支
え
る
保
険
税
の

見
直
し
を
強
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

運
動
、
栄
養
、
休
養
な
ど
、
健
康

な
体
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

圃

国
保
年
金
謀
・
内
線
3
5
3

回

談

河
税
相

川

猷

税

同

恥

納

町

4
K
υ
d
H
四
百

月

f

ロH
M

6

特

防災行政無線放送
テレホンサービスの電話番号介護サービスの向上のために

介護保険相談員を募集
平目、仕事などで窓口に来られない

方を対象に、市税(市県民税、固定資

産税、軽自動車税)と国民健康保険税

の納税相談を行います。

当日は納付も受け付けます。この機

会をせて〉、ご利用ください。

日時・場所 6月26日凶.27日間午

前9時から午後4問、市役所収様車(市

役所本庁舎1階)

固収様車・内線311(当日はc7185

-5843) 

広報あぴこ5月1日号でお知らせし

た、防災行政無線放送のテレホンサー

ビスのフリーダイヤル(無料)番号8

0120・970282は、J-COMを利用した

電話では接続できないことが判明しま

した。

この問題を解消するため回線を変更

し、 これに伴い、 フリーダイヤルの番

号がc0120・031676に変わりました。

防災行政無線放送がよく聞こえな

かった場合にご利用ください。

固 市民活動支捷泉・ 内線217

てふさわしい人格と熱意を持ち、7月
26日から29日(3泊4日)と 9月

1日の研修に参加できる方、 3人

応募方法「介護保険制度についてJ
の意見提言等を800字程度にまとめ、

住所、館、年齢、 電話番号を明記し、

7月5日必着で〒270・1192市役所

介護支援課(住所省略可)ヘ郵送また

は持参

固介護支援諜c7186・1411

市では介護サービスの質を高め、苦

情を未然に防止するため、介護保険相

談員派遣事業を実施しています。この

介護保険相談員として、活動していた

だける方を募集します。

介護保険相談員は、介護サービスを

提供する事業所などを訪問し、利用者

との相談や事業者との意見受換などを

行います。

資格・定員 市内在住で、相談員とし

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp
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老人クラブあすなろ会と

小川光男さんが受賞

~ -.. ti 

市
で
は
、
毎
年
5
月
を

「き
わ
や

か
環
境
月
間
」
と
定
め
、
環
境
美
化

活
動
や
再
資
源
化
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
に
対

し、

「き
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
賞
」

の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
小
川
光
男
さ
ん
と
「老

人
ク
ラ
ブ
あ
す
な
ろ
会
」
が
選
ば
れ
、

5
月
初
日
に
福
嶋
市
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
(写
真)。

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5
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市
民
図
書
館
で
貸
し
出
し
を
開
始

臨墨圏
一.壷

市
が
主
催
す
る
児
童
文
学
賞

「め

る
へ
ん
文
庫
」
の
第
1
回
(
平
成
H

年
度
)
・
第
2
回
(
日
年
度
)
受
賞

作
品
、
必
編
を
収
録
し
た
本
を
刊
行

し
ま
し
た
(
写
真)。

こ
の
作
品
集
は
、
市
内
す
べ
て
の

の
小
・
中
学
校
、
高
校
に
配
布
さ
れ
、

各
学
校
の
図
書
室
な
ど
に
置
か
れ
ま

す
。
ま
た
、
市
民
図
書
館
で
の
貸
し

出
し
も
開
始
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
創
作
し
た
、
個
性

あ
ふ
れ
る
多
彩
な
物
語
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

@
第
3
固
め
る
へ
ん
文
庫
へ
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
め
る
へ
ん
文
庫
」
は
、
全
国
の

小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
夢

い
っ
ぱ
い
の
童
話
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
第
3
回
は
8
月
白
日
が
締

め
切
り
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
賞
作
品
集
は
、
来
年
の
夏
ご
ろ

に
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
教
育

委
員
会
文
化
謀
、
ア
ピ
ス
夕
、
市
民

図
書
館
・
各
分
館
、
各
公
民
館
、
教

育
委
員
会
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
に
用
意
し

た
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃
教
育
委
員
会
文
化
謀
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

小
川
光
男
さ
ん

(写
真
右
)

平
成
日
年
4
月
か
ら
、
東
我
孫
子

区
自
治
会
内
、
国
道
3
5
6
号
、
東

我
孫
子
駅
周
辺
、
天
王
台
の
一
部
地

域
の
、
道
路
沿
い
や
空
き
地
等
に
散

乱
し
て
い
る
ボ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収

を
日
常
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
あ
す
な
ろ
会
(
田
中
進

会
長
H
写
真
左
)

あ
ら
き
野
自
治
会
内
に
住
む

ω歳

以
上
の
方
を
中
心
に
、
健
康
、
友
情
、

友
愛
、
社
会
奉
仕
を
目
的
に
設
立
。

あ
ら
き
野
自
治
会
内
外
の
ポ
イ
捨
て

ご
み
の
回
収
、
雑
草
等
の
刈
り
取
り

清
掃
を
毎
月
第
3
木
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
秋
に
は
、
落
ち
葉
が

多
く
出
る
新
木
石
戸
公
園
を
中
心
と

し
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
(
町
内
清
掃
)

を
実
施
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
お
年

問
、
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

皆さんの力作をお待ちしています

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の
風
景
や
、

そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
な
ど
を
被
写

体
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

8
月

沼
田
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る

写
真
展
に
展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ
開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の

風
景
・
生
物
・
植
物
な
ど

規

格

カ

ラ

1
ワ
イ
ド
判
で
横
判

(4
ツ
切
り
も
可
)

出
品
料

無
料

手
賀
沼
学
会
を
設
立

7
月
叩
日
中
央
学
院
大
で
設
立
総
会
と
記
念
講
演

文
学
、
法
学
、
気
象
学
、
工
学
、

生
物
学
、
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗

学
、
環
境
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

「手
賀
沼
集
水
域
」
が
1
育
ん
で
き
た

文
化
の
総
体
を
、
み
ん
な
で
考
え
合

う
場
と
し
て

「手
賀
沼
学
会
」
を
設

立
し
ま
す
。

小
学
生
・
中
学
生
も
参
加
で
き
る

気
軽
な
会
で
、
室
内
学
習
会
、
野
外

学
習
会
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

費
周

年
会
費
1
0
0
0
円
を
予
定

(
高
校
生
以
下
は
無
料
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は

電
話
で
企
画
調
整
担
当

・
内
線
2
1

1
へ
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し

込
み
は
U
R
L
-:
z

e
一
¥
¥
老
若
者

Z
閃釦ロロ
B
Pロ
Z)

応
募
規
定

φ
作
品
は
未
発
表
の
も

の、

1
人
3
点
ま
で
②
作
品
は
原

則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
③
作
品

の
裏
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
器
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所
、
撮

ち
』
う

影
月
、
題
名
を
明
記
し
た
も
の
を
貼

仲
④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
作
品
は
、
そ
の
旨
を
明
記
。
た
だ

し
、
合
成
、
加
工
等
の
編
集
が
さ
れ

て
い
な
い
も
の
に
限
る
①
撮
影
時

期
は
聞
い
ま
せ
ん
⑨
作
品
は
谷
津

に
関
す
る
刊
行
物
等
に
使
用
す
る
場

。
設
立
総
会
と
記
念
講
演

手
賀
沼
学
会
の
設
立
総
会
を
行
い

ま
す
。
総
会
後
に
は
、
元
手
賀
沼
土

地
改
良
区
理
事
長
の
星
野
七
郎
さ
ん

に
よ
る

「手
賀
沼
と
の
共
生
は
:
・」

と
題
し
て
の
記
念
講
横
と
中
・
高
生

を
は
じ
め
4
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ

れ
ま
す
。
入
会
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

7
月
刊
日
出
午
後
1

時
か
ら
4
時
、
中
央
学
院
大
学
1
0

0
周
年
大
学
記
念
館
(
無
料
駐
車
場

あ
り
。
我
孫
子
駅
北
口
か
ら
無
料
ス

ク
ー
ル
パ
ス
あ
り
)

参
加
費
無
料

主
催

手
賀
沼
学
会
発
起
人
会

圃
企
画
調
整
担率一

・
内
線
2
1
1

影
膨

撮

撮
ん
ん

太
」
々
C

予
予

恵

と

笠
究
大
』

蕊
蹴
加
即

首
阿

企

V
品』下展山

凶の』伍ヰ昨
合
が
あ
灼
ま
す

※
谷
津
内
の
土
地
は
私
有
地
で
す
。

稲
の
作
付
け
等
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
撮
影
は
ハ
ケ
の
道
(
山
際
の
道
)

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

7
月
初
日
必
着
で
〒
2

7
O
I
l
l
9
2
我
孫
子
市
役
所
手

賀
沼
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

主
催

我
孫
子
市

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
4

麿の情報公開

実施状況

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
求
め

に
応
じ
て
、
市
が
保
有
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
公
開
す
る
も
の
で
す
。

@
情
報
の
公
開
等
の
型
水
状
況

平
成
日
年
度
の
情
報
の
公
開
請
求

は
8
件
、
自
己
情
報
の
開
示
請
求
は

1
件
で
し
た
。
請
求
に
対
す
る
決
定

の
状
況
と
請
求
の
主
な
内
容
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
請
求
へ
の
決
定
に
対
す
る

不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

@
情
報
の
公
開
を
求
め
る
と
き
は

情
報
公
開
の
請
求
は
、
情
報
公
開

生きがい学園
地域市民が生きがいを捧てる環境を

「生
き
が
い
学
園
」

(
高
田
幸

雄
代
表
理
事
)
が
、
去
る
5
月
7

日
に
市
内
で
辺
番
目
の

N
P
O法

人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
さ
れ

ま
し
た
。

総
合
窓
口
(
市
役
所
本
庁
1
階
市
民

ホ
l
ル
わ
き
)
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
水
道
局
、

消
防
本
部
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

公
闘
を
請
求
す
る
と
き
は
、
情
報

公
開
(
自
己
情
報
開
示
)
請
求
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
公
開

の
請
求
を
受
け
た
日
か
ら
日
日
以
内

に
、
公
開
で
き
る
か
ど
、
?
か
を
決
定

し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
本

人
の
情
報
の
開
示
請
求
を
す
る
場
合

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
で
あ

る
と
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

公
開
さ
れ
た
情
報
の
閲
覧
・
視
聴

は
無
料
で
す
が
、
写
し
(
コ
ピ
l
)

の
交
付
は
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

@
行
政
資
料
室
の
ご
利
用
を

情
報
公
開
総
合
窓
口
に
併
設
し
て

い
る

「行
政
情
報
資
料
室
」
で
は
、

市
の
計
画
書
や
各
種
刊
行
物
、
統
計

資
料
や
国
・
県
の
行
政
資
料
な
ど
が

閲
覧
で
き
、
コ
ピ
1
サ
ー
ビ
ス

(
1

枚
目
円
・
モ
ノ
ク
ロ
)
も
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間

午
前
8
時
初
分
か
ら
午

後
5
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
・
年
始
を
除
く
)

圃

広

報

室

・
内
線
2
6
8

実施
情報の内容 件数決定状況公開が・開示tすること

機関 できい理由

請開発に関行為す許る情可報申 4 公部分開畑22件件個入閣する情報

市完走の業務委

託契の約入内容札結果と 2 公開 一
市
長

物自家に用関電す気る情工作報 不存在 一
矧実l調する情報 部分公開 個入閣する情報

住(自民己輔票のの閲開剥覧 不存在 一

v請求の主な内容

こ
の
法
人
は
、
地
域
市
民
が
生
き

が
い
を
持
て
る
環
境
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
が
、
定
年
後
も
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
や
身
障
者
の
働
き
口
が
少

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い .生き生きと農業体験をする小学生

を
体
験
す
る
機
会
が
少
な
く
家
に

引
き
こ
も
り
が
ち
で
す
。
参
加
者

が
健
全
な
自
然
観
を
養
い
、
生
き

が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
高
田
さ
ん
は
語
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
退
職
者
・
転
職

者
対
象
の
農
業
研
修
、
高
齢
者
・

身
障
者
に
対
す
る
臨
時
雇
用
、
幼

稚
園
・
小
学
校
と
共
に
子
ど
も
た

ち
の
農
業
体
験
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
に

加
え
、
生
き
が
い
教
室
開
設
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

園

生
き
が
い
学
園
宮
7
1
8
8

.
7
7
7
4
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舗
器
包〉

急
観

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

-ー-
で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

我
孫
子
童
謡
を
歌
う
会

童
謡
の
日
・
コ
ン
サ
ー
ト

日

7
月
1
日
同
日
時

1
日
時

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

野
口
雨
情
の
作
品
ほ
か

費

無

料

圃
前
原
告
7
1
8
4
・
6
3
6
1

日

舞

・

新

舞

踊

第
包
囲
友
の
会
発
表
会

日

6
月
幻
日
冊
目
時
開
演

所
市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

圃
竹
内
宮
7
1
8
8
・
8
9
2
9

我
孫
子
東
洋
蘭
友
の
会

山

草

展

日
・
所

6
月
日
日
出
・
初
日
制
9

時
i
口
時
、
市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
、
ア
ワ
チ
ド
リ

ま
、
'
v
A
M
 

圃
秋
坂
官
7
1
8
8
・
2
3
3
9

児

玉

洋

介

テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

日

7
月
M
日
出
U
時
開
請

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

出

児
玉
洋
介
さ
ん
(
テ
ノ
ー
ル
)
、

ウ
ル
リ
ヒ
・
ホ
1
フ
マ
ン
さ
ん
勺
ヒ

ア
ノ
)
、
石
崎
理
さ
ん
(
語
り
)

内

冬
の
旅
(
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
)

費

前

売

り
3
0
0
0
円
(
高
校
生

以
下
2
0
0
0
円
)
、
当
日
3
5
0

0
円
(
高
校
生
以
下
2
5
0
0
円
)

〈
全
麿
自
由
)

入
場
券
販
売
所
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
(
高
校
生
以
下

は
問
い
合
わ
せ
先
の
み
で
販
売
)

圃
川
上
告
7
1
8
2
・
6
2
1
8

t1 怠第 1119号

日
・・・日時

所
・・・場所

日

7
月
日
日
回
目
時

s
m時
初
分

所
布
佐
分
館
(
参
加
無
料
)

内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
ぴ

対

2
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
、
日
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

回
数
を
増
や
し
ま
す
)

※
乳
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
関
心
の

あ
る
方
の
参
加
も
可
。

※
無
料
託
児
あ
り

(
3
歳
以
上
で
叩

人
以
内
)
。

申

ハ
ガ
キ
に

「
ミ
ツ
フ
ィ
1
タ
イ

ム
希
望
」、

住
所
、
参
加
者
会
員
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を

明
記
し
、

6
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
-
-
0
4
新
々
田
1
0
9
の
1

市
民
図
書
館
布
佐
分
館

圃
同
館
宮
7
1
8
9
・
1
3
1
1

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧

歌

っ

て

み

ま

せ

ん

か

国
・
所

7
月
日
日
働
日
時
加
分
5

日
時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

片
山
み
ゆ
き
さ
ん
の
指
導
に
よ

る
合
唱
セ
ミ
ナ
ー

対

m
l
m代
の
女
性
、
先
着
羽
入

費

1
5
0
0
円
(
楽
譜
代
含
む
)

※
託
児
あ
り
(
要
申
し
込
み
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
阿
部

宮
附

7
1
8
4
・
0
0
9
3

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
{
唇
員

ふ
れ
あ
い
バ
ザ

l

日

6
月
初
日
冊
目
時

1
日
時

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

圃
天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

み
ち
サ
ー
ク
ル
七
宝
手
工
芸
展
と

チ

ャ

リ

テ

ィ

I

バ
ザ
ー

日
・
所

6
月
四
日
働

i
m日
冊
目

時
5
口
時
、
市
民
会
館
(
四
日
働
は

U
時
か
ら
)
〈
入
場
無
料
〉

内

七

宝
焼
き
の
額
物
・
小
物
、
銀

粘
土
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
手
工
芸
品

圃
荻
野
宮
7
1
8
8
・
0
9
6
8

和
太
鼓
「
龍
朔
」

3
周

年

記

念

公

演

6
月
初
日
冊
目
時
開
演

湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

和
太
鼓
と
バ
ン
ド
の
演
奏

佐
藤
宮
7
1
8
7
・
4
6
0
2

圃内所日
林
奏
楽
大
正
琴
演
奏
会

圃所日

7
月
5
日
冊
目
時
却
分
開
演

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
(
入
場
無
料
)

飯
田
宮
7
1
8
4
・
3
0
7
7

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

ゆ
か
た
着
て
み
ま
せ
ん
か
、

着

せ

て

み

ま

せ

ん

か

日
・
内

7
月
日
日
制
①
自
分
で
着

る
方
法
日
時
加
分

i
u時
加
分
、
②

着
せ
る
+n
話
回
時
却
分

5
日
時
却
分

所
市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

対

①
先
着
却
人
、
②
先
着
目
組

持
ゆ
か
た
、
半
巾
帯
、
小
物

申
・
圃

電
話
で
武
者
小
路
宮
7
1

8
4
・
4
3
9
4

内
・・・内容

種
・
:
種
目

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
講
座

日
・
所

①
7
月
5
日
開
・
②
7
日

制
叩
時

S
U時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
(
受

け
付
け
は
9
時
却
分
か
ら
)

内

①

「初
代
か
ら
の
女
性
の
健
康

に
つ
い
て
」
講
師
:
・
崎
平
公
子
さ
ん

(
ふ
さ
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

②
栄
養
士
講
話
、
試
食
ほ
か

対

市
内
在
住
で
両
日
参
加
で
き
る

女
性
、
先
着
白
人

費

無

料

持
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
圃

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
宮

7
1
8
7
・
1
1
3
1

ミ
ッ
フ
ィ
l
タ
イ
ム
土
曜
版

持
・
:
持
参

古
利
根
の
自
然
を
守
る
会

夏
の
古
利
根
ク
リ
ー
ン
作
戦

日

6
月
訂
日
倒
9
時

i
m時
却
分

集
会
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
水

路
広
場
(
雨
天
中
止
)

内

古
利
根
沼
周
辺
の
清
掃
活
動

持
長
靴
、
軍
手

圃
土
子
宮
7
1
8
7
・
2
3
4
1

家
庭
教
育
講
演
会

日

6
月
沼
田
冊
目
時
S
U時

所

市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

内
「
ま
だ
ま
だ
間
に
合
う
あ
な
た

の
子
育
て
i
子
ど
も
の
心
に
ふ
れ
あ

っ
て
い
ま
す
か
?
」

講
師
:
・中
川

淑
子
さ
ん
(
千
葉
県
生
涯
学
習
受
録

講
師
)

対

先
着
2
0
0
人

※
無
料
託
児
あ
り
。

圃
稲
葉
宮
7
1
8
3
・
5
5
5
7

感
動
を
か
た
ち
に
す
る
教
室

体

験

コ

l

ス

日
・
内

6
月
初
日
制
:
・カ
ラ
オ
ケ
、

辺
日

ω:・ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
、
お
日

制
:
・陶
器
絵
付
け
、
お
日
働
:
・ピ
1

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
訂
日
倒
:
・ト
l

ル
ペ
イ
ン
ト
、
幻
日
制
:
・パ
ン
お
菓

子
作
り
、
お
日
開
:
・押
し
花
ア
l
ト、

9
時
初
分
1
日
時
初
分
(
こ
の
ほ
か

6
月
中
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に

デ
ィ
ン
ギ
ヨ
ッ
ト
教
室
を
開
催
)

所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
デ
イ
ン

ギ
ヨ
ッ
ト
は
神
奈
川
県
葉
山
市
)

対

各
先
着
加
入
(
デ
イ
ン
ギ
ヨ
ッ

ト
は
2
人
)

費

各

2
0
0
0
円
(
デ
イ
ン
ギ
ヨ

ッ
ト
は
究
通
費
は
自
己
負
担
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

N
P

O
法
人
生
き
が
い
学
園
・
高
田
宮
郎

7
1
8
8
・
7
7
7
4

し

も

づ

き

会

大
正
琴
無
料
講
習
会

日

7
月
6
日

ω・
8
日
制
叩
時
S

U
時

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

圃
飯
田
宮
7
1
8
4
・
3
0
7
7

費
・
:
費
用

あ

び

こ

雑

学

ね

っ

と

我
孫
子
の
行
政
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

日
・
所

6
月
お
日
例
目
時
却
分
1

日
時
加
分
、
消
防
本
部

内

消
防
署
の
見
学
と
救
急
方
法
の

学
習

費

4
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

6
月

つ
づ
き

幻
日
ま
で
に
都
筑
宮
間
7
1
8
4
・

5
4
6
4
 

無
料
体
験
乗
馬
と
じ
ゃ
が
芋
堀

日

6
月
訂
日
冊
目
時
受
け
付
け
(
雨

天
の
場
合
は
7
月
4
日
に
延
期
)

所
仲
馬
働
船
酔
(
江
蔵
地
)

対

先
着
回
人

費
無
料
(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
持
ち
帰
り

は
1
同
2
0
0
円
)

持

持
ち
帰
り
の
方
は
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
・
圃

電
話
で
N
P
O法
人
我
孫

子
乗
馬
会
事
務
局
宮
7
1
8
8
・
2

8
6
4
 

膏
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

日

7
月
お
日
制
1
8
月
1
日
側

所

山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場
(
山
梨
県
)

内

富
士
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ほ
か

対

小
学
校
4
年
生

S
中
学
生
、

2

0
0
人
(
障
害
児
の
参
加
も
可
)

費
小
学
生
4
万
4
0
0
0
円
、
中

学
生
4
万
7
0
0
0
円

申
・
圃

申
込
用
紙
(
電
話
で
協
会

に
請
求
)
に
必
要
事
墳
を
明
記
し
、

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、

7
月
5
日
必
着
で
国
際
青
少
年
研
修

協
会
宮

ω・
3
3
5
9
・
8
4
2
1

東

葛

教

育

講

演

会

日
本
再
生
の
鍵
を
解
く

日

6
月
初
日
制
U
時
i
M時
却
分

所
柏
中
央
公
民
館
(
柏
市
役
所
隣
)

講
師
佐
伯
浩
明
さ
ん
(
産
経
新
聞

千
葉
総
局
長
)

対

当
日
先
着
1
8
0
入

費

5
0
0
円

圃
教
育
を
正
す
東
潟
市
民
の
会
・

小
野
宮
7
1
7
3
・
9
8
8
2

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

申
・
・
・
申
し
込
み

2
級
訪
問
介
護
員
養
成
講
座

日

講
義
:
・7
月
白
日
1
9月
お
日

の
土
・
日
曜
日
9
時

sm時
(
全
1

0
0
時
間
)
、
実
習
:
・
日
月
上
旬
i

平
成
口
年
1
月
下
句
の
月
i
金
曜
日

9
時
S
U時
(
全
却
時
間
)

所
田
中
農
業
協
同
組
合
ほ
か

対

ω人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

7
万
5
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
6
月
初
固
ま
で
に

千
葉
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
宮
7

1
4
8
・
7
6
7
7

赤
十
字
家
庭
看
護
法
・

幼
児
安
全
法
講
習
会

。
家
庭
看
護
法
一
般
講
習
会

日

7
月
9
日
働
叩
時
S
M時

。
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

日

6
月
お
日
制
5
お
日
凶
四
日
時
S

M
時
(
全
3
回
)

所
い
ず
れ
も
成
田
赤
十
字
病
院

対

全
日
程
に
出
席
で
き
る
方
、
各

先
着
加
入
(
応
募
者
少
数
時
は
中
止
)

費

各

1
0
0
0
円
(
教
材
費
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
習
会
名
、

開
催
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
勤
務
先
(
会
社
名
・
学

校
名
)
を
明
記
し
、
〒
2
8
6
1
8

5
2
3
成
田
市
飯
田
町

ωの
1
成
田

赤
十
字
病
院
社
会
課
宮
0
4
7
6
・

2
・
2
3
1
1

ぼ
し
ゅ
う

商
工
会
臨
時
職
員

職
種

経
理
お
よ
び
一
般
事
務

対

日
商
簿
記
2
級
以
上
と
普
通
運

転
免
許
を
お
持
ち
の
お
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
方
、
-
人

勤
務
時
間
月
S
金
曜
日
8
時
初
分

i
u時

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

我
孫
子
市
商
工
会
・
大
内
包
7
1
8

2
・
3
1
3
1
へ。

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

ぽゐ@2Jg~~ヲ~@@0!放送夫学の学生を募集
ワークショップほか

本公民館駐車場…子ど

も職安、模様庖、あぴ

こチャレンジブック、

手作り晶コーナー、プ

レーパーク体験

参加費 100円(3歳以下は無料)

※当日は、天王台駅南口から無料送迎パスを約40分間

隔で運行。(第1便のみ午前9時我孫子駅南口発、 9時

10分天王台駅南口発)

※湖北地区公民館には駐車できません。湖北中学校また

は湖北高校の駐車場をご利用ください。

固 げんきフエスタ実行委員会・石田n7184・9601

げんきフエスタは、子どもたちが主役のおまつりです。

いろいろな団体が集まって、子どもの Iやりたいjを応

援します。

日時・蝿所 6月27日(日)午前9閏55分から午後3時

30分、湖北地区公民館、湖北小学校(雨天の場合は、

匡外の催し物は一部を匡内で実施)

内容 本湖北小学校体育館・・J¥-力、ソションユニット、

キッズソーラン、高野山小学校合唱部、チャレンジラン

キング、バンド演奏ほか *湖北小学校校庭・昔の遊び

コーナー、紙ひこうき、弓矢づくりほか 本湖北地区公

民館…オペレッ夕、コーラス、ブラスパンド、演劇、人

形劇、影絵、おはなし、バンド演奏、木工体験、バルー

ンクラフ卜、幼児のおたのしみコーナー、保健センター

放送大学は、テレビ・ラジオで授業を行う正規の

大学です。

1科目から学べるほか、所定の単位を修得すると

学士などの学位も取得できます。

内容 本教養学部…全科履修生(学士の学位取得を

めざす方)、選科履修生(1年間在学する方)、科目
履修生(半年間在学する方) 本大学院(文化科学

研究科)…修士全科生(修士の学位取得をめざす方)、

修士科目生(半年間在学する方)

応募期限 8月31日(大学院修士全科生は9月1

日'"14日)
固放送大学東京足立学習センターn03・5244-27

60 (ホームページhttp://www.u-air.ac.jp/hp)

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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あ奇
敵 心い
歩 旺っ
と盛も

完イ二
タ コ

ち 文二
やラ コ
ん盛元
ガり気
大 !な
括只E
き舎掛:5-

臨

時

保

育

士

対

保

育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

勤
務
場
所
市
立
保
育
園

任
周
期
間

6
カ
月
以
内
(
更
新
可
)

勤
務
時
間
月
5
金
昭
日
8
時
却
分

i
口
時
日
分
(
土
曜
日
と
平
日
時
間

外
勤
務
あ
り
)

賃

金

時

給
9
7
0
円
(
通
勤
手
当
、

時
間
外
手
当
別
途
支
給
)

申

市
指
定
の
履
歴
書
(
保
育
課
に

用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
写

真
(
縦
4
m
×
横
3
仰
)
を
酎
悦
の

、
?
え
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、

保
育
課
へ
本
人
が
持
参
(
土
・
日
曜

日
と
祝
日
を
除
く
)
〈
随
時
受
け
付
け
)

※
受
付
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
3
2
2

「(仮
撃
す
こ
や
か
広
場
」
相
殻
員

~ -
対
却
歳
以
上
の
保
育
士
資
格
、
教

員
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、
遊
ぴ
場

相
談
員
の
仕
事
に
意
欲
の
あ
る
健
康

な
方
、
若
干
名

勤
務
場
所
「
(
仮
称
)
す
こ
や
か
広

場
」
(
布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
本
館
内
)

任
周
期
間

8
月
2
日
か
ら
6
カ
月

以
内
(
更
新
可
)

勤
務
時
間
木
S
火
曜
日
9
時

s口

宇
佐
美

真

輝

ち

ゃ

ん

(台
岡
・
1
歳
3
カ
月
)

時
(
祝
休
日
の
勤
務
あ
り
)

賃

金

時

給
9
7
0
円
(
通
勤
手
当
、

時
間
外
手
当
別
途
支
給
)

申

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

上
半
身
無
帽
の
写
真
(
縦
4
m
×
横

3
叩
)
を
尉
悦
の
う
え
資
格

・
免
許

の
写
し
を
添
付
し
て
、

6
月
初
固
ま

で
に
保
育
課
(
西
別
館
2
階
)
へ
本

人
が
持
参
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

※
受
付
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
4
4
7

市
民
活
劃
元
気
づ
く
り
事
業
の
企
画

昨
年
度
の
「
市
民
活
動
元
気
づ
く

り
事
業
」
を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

市
内
を
拠
点
と
す
る

N
P
O法
人

や
市
民
活
動
団
体
が
、
自
主
的
に
地

域
課
題
に
取
り
組
む
活
動
の
企
画
を

募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
企
画
は
、

有
識
者
や
市
な
ど
で
構
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
支
援
し
ま
す
。

募
集
テ
l
マ
「
商
庖
街
の
活
性
化
」

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
些

応
募
期
限

7
月
5
日

申
請
書
・
手
引
書
の
配
布
場
所
市

民
活
動
支
援
謀
(
月
i
金
曜
日
の
8

時
却
分

5
口
時
)

※
記
入
育
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
民

活
動
支
援
課
・
内
線
4
8
8
へ。

水手
口 し
岡田な

け
ん
し
ろ
う

賢

士

郎

ち
ゃ
ん

(
新
木
・

1
歳
2
カ
月
)

よ
く
直
べ
よ
く
寝
て
よ
く
笑
う
、

タ
オ
ル
大
路
き
け
ん
し
ろ
う
。
甘

え
ん
坊
怠
末
っ
予
で
す
。

「商
D

O
(
あ
き
ん
ど
)f
あ
び
こ
」

P

R

掲

載

底

対
市
内
に
庖
舗
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

応
募
期
限

6
月
初
日

※
発
行
は
日
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
料
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
我
孫
子
市
商
工
会
宮
7
1

8
2
・
3
1
3
1
へ。

か
む
子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子

料
理

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品

作
品
の
条
件
子
ど
も
向
き
の
献
立
、

家
庭
な
ど
で
利
用
で
き
る
献
立
、
丈

夫
な
歯
や
か
む
力
を
養
う
献
立
(
材

料
費
は
4
人
分
で
1
0
0
0
円
1
2

0
0
0
円
)

対

県
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し

て
い
る
方

選
考

書
類
審
査
後
、

叩
月
包
日
に

県
立
衛
生
短
期
大
学
で
調
理
審
査

応
募
方
法
応
募
票
(
保
健
セ
ン
タ

ー
に
用
意
)
に
1
人
1
食
分
の
献
立

(朝

・
昼

・
夕
食
の
別
)
を
明
記
し
、

写
真
か
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
、
返
信

用
封
筒
(
釦
円
切
君
臨
悦
し
、
あ

て
先
を
記
入
)
を
同
封
し
、

9
月
口

日
消
印
有
効
で
〒
2
6
3
人
U
0
3

5
千
葉
市
稲
毛
区
稲
毛
町
5
の
6
1

6
の
1
フ
セ
ハ
イ
ツ
1
の
1
0
1千

葉
県
歯
科
衛
生
士
会
へ
郵
送

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

「世
界
を
つ
な
ご
う
よ
を
テ
I
マ
に

し
た
イ
ラ
ス
ト
・
絵
画
な
ど
の
作
品

対
「
世
界
を

つ
な
ご
う
!
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
、

絵
画
、
準
幽
な
ど
の
平
面
画
(
大
き

dk白ヒ也事 6月1日現在

.人口132.689人 (+82人)
[うち外国人伎町人]

男 66.007人 (+32人)
女 66.682人 (+日人)

.世帯 50.743世帯(+叩世帯)
※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

さ
は
ハ
ガ
キ
S
B
2で
画
材
は
不
問
)

選
考
方
法

審
査
委
員
会
(
島
充
創

造
学
園
大
学
客
員
教
授
、
小
松
省
三

川
村
学
園
女
子
大
学
教
授
ほ
か
)
で

決
定
(
9
月
お
日
に
表
彰
式
を
開
催
)

申

作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、

8
月
1
日

s
m日
必
着

で
〒
2
7
o
l
-
-
6
6
我
孫
子
1

6
8
4
教
育
委
員
会
指
導
課
へ
郵
送

圃
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

.
浜
崎
宮
0
9
0
・
8
4
3
0
・
0

4
6
9
E
メ
l
ル

5
r
@
帥

Z
S
F

ME--nOB
(同
研
究
所
で
は
ロ

ゴ
デ
ザ
イ
ン
も
募
集
し
て
い
ま
す
)

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
週
水
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
目

時
却
分

S
U時
却
分
(
月
2
回
程
度
)

所
市
民
会
館
ほ
か

対
初
心
者
、
各
先
着
目
人
程
度

費

1
回
8
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代

別
途
)
〈
初
回
は
説
明
会
で
無
料
〉

申

・
圃

電
話
か
E
メ
1
ル
で
チ
ャ

ー
ト
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
・
宮

原
告
7
1
8
4
・
1
0
5
3
E
メ
ー

ルの

E
Z
o
n
w
@』

nog-YOEO-

ロ0
・』匂

(
電
話
は
日
時

i
m時
)

空
手
武
術
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
週
月
・
木
曜
日
目
時

s
n時

所

湖

北

台

西

小

長

吾

館

内

空
手
・
棒
術
・
杖
術
ほ
か

対
同
歳
以
上
の
方

(
女
性
歓
迎
)

費

月

額

2
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申

・
圃

電
話
か
E
メ
1
ル
で
扱
心

忘れずに納めましょう

項 目
納期限
(曜勝目)

市県民税第1期 30日制
国民健康保険税第1期 30日制
介護保険料第1期 30日附
水道料金 25日幽
下水道強者負担金第1期 30日制

::; E 会
o ~ 
3 ~ l 遠お
。ル固定

i:l ~雪o ..， 

:z i 
匂 S5

三' 0
己与

3 9 

俳
句
サ
ー
ク
ル
お
み
の
会
会
員

日

毎

月

第
3
火
曜
日
ロ
時
5
日
時

所
ア
ピ
ス
タ

対

先

着
3
人

寅

月

額

1
5
0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2

7
O
l
l
l
6
4
つ
く
し
野
1
の
口

の
時
川
路
義
文
宮
7
1
8
4
・
7
2

3
3
 

土
屋
文
化
振
興
財
団

助

成

団

体

・

個

人

対

@
県
内
に
在
住
ま
た
は
県
内
で

活
動
し
て
い
る
個
人
@
責
任
者
と

構
成
員
の
過
半
数
が
県
内
に
在
住
ま

た
は
県
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

助
成
分
野
伝
統
芸
能
、
音
楽
、
演

劇
、
絵
画
、
工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か

助
成
額

1
件
1
0
0
万
円
以
内

応
募
期
限

8
月
2
日

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
財

団
宮
0
4
7
・
3
6
4
・
3
6
8
9

へ
。
(
平
日
の
9
時
5
口
時
)

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日

6
月
お
日
命
日
時
却
分

所

水

道
局
4
階
会
議
室

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
1
0

制審週(人島)，.誕生骨a
(我孫子警察署管内・ 5月31日現在)
5月の発生〓数 39件
今年の発生{数(1月-) 247件
前年同期比 +4件

5月の死者数 1人
今年の死者数 1人
前年同期比 一3人

5月の負傷者数 47人

話繍t者数 三?社

環
境
基
本
計
画
実
行
計
画
の

進

行

管

理

表

を

公

表

市
で
は
、
平
成
ロ
年
度
に
策
定
し

た
環
境
基
本
計
画
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、
日
年
度
に
環
境
基
本
計
画

実
行
計
画
を
作
り
ま
し
た
。

実
行
計
画
で
は
、
市
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
に
つ
い
て
初
年
の
計
画
期

聞
を
5
年
ご
と
の
4
期
に
分
け
て
整

理
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
1
期
の
日
年
度
の
実

施
状
況
と
日
・
口
年
度
の
実
施
予
定

を
進
行
管
理
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

進
行
管
理
表
は
、
行
政
情
報
資
料

室
、
手
賀
泊
謀
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃

手

賀
沼
課

・
内
線
5
6
8

仕

事

探

し

の

相

談

は

県
民
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
相
談
員
が
、
仕
事
探
し
に
つ
い
て

の
相
談
を
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
。

(
職
業
紹
介
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
)

相
麟
日
月
曜
日
i
金
曜
日
9
時

i

口
時
(
受
け
付
け
は
日
即
時
日
分
ま
で
)

※
祝
休
日
と
年
末
年
始
は
お
休
み
。

所

・

圃

東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
(
松
戸

市
小
根
本
7
・
東
葛
飾
合
同
庁
舎
3

階
)
宮
0
4
7
・
3
6
1
・
4
0
1

6
 毒

物
劇
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
日
・
所

8
月
日
日
倒
、
千

葉
経
済
大
学
(
千
葉
市
稲
毛
区
)

願
書
受
け
付
け

7
月
1
日
同
・

2

日
働

内

一

般

毒
物
劇
物
取
扱
者
、
農
業

用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
、
特
定
品

目
毒
物
劇
物
取
扱
者
、
特
定
品
目
毒

物
劇
物
取
扱
者
(
内
燃
機
関
用
メ
タ

ノ
ー
ル
に
限
る
)
の
各
試
験

※
詳
し
く
は
、

県
庁
薬
務
課
宮
0
4

3
・
2
2
3
・
2
6
1
8
へ。

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

oび乙型f'j也!産i也J消JI推進協議会からのお知ら世
・「地産地消」交流会.消費者モニターを募集
日時 7月4日(日)午後1閏30分か 任期約1年間

ら4時 内容協議会力噸り組む「あぴこ工コ農産物Jの即
場所天王台北近隣センター 売についてのモニター活動

内容。郷土料理講習会で作った 対象・定員 20歳以上で I食Jと「農JIこ関Il)の

鳩き寿司や「あぴこ工コ農産物Jある市内在住の方、 10 人(~募者多数の場合は選考)

の試食 ※会員は鴎できません。

。「地産地消Jについての意見突換 謝礼会議 (3回程度)出席聞に「あぴこ工コ農産

定員先着100人 物Jセ、ソ 卜を進呈

参加費 1000円(会員500円) 申し込み・固応募動機を 400字から800字にま
※小学生以下は無料。 とめ、住所、氏名、電話番号を明記し、 6月28日

申し込み・固電話で農政課・内 必着で〒 270・1192市役所農政課(住所省略可)・
線513ヘ 内線513ヘ郵送または持参

議聞神社〈中峠〉の
祭給によ3突漣規制 .郷土料理講習会

日時・場所 7月4日(日)午前10時

から正午、天王台北近隣センター

内容太巻き寿司

※「あぴこ工コ農産物Jのお土産

あり。

定員 16人(応募者多数の場合は
抽選)

参加費 800円(会員500円)
措参エプロン、三角きん、ふきん、

筆記用具巻きす、タオjレ

申し込み・固電話で6月25日ま

でに農醍泉・内線513ヘ

6月30自体)午後2時から8時

浅間神社(中峠1148)の祭礼に伴い、下

図の区間で変通規制加すわれます。

固坂巻O7188-7719

Eコ車両通行止め

← 東我貯水空ライツ成田麓

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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科
学
に
興
味
と
意
欲
を
持
つ
工
夫
を

子ども議員が市政に提言

第2回;子ども議会開催

市では、子どもたちの

意見や要望を聴くため、

5月11日仰と 28日掛の

2日間、子ども議会を聞

きました。子ども議会は

3年に1回開催され、今

回は2回目となります。

子ども議員は、市内の

小学校 (13枝)・中学校

(6枝)の代表38人。市

議会議場で、本会議さな

がらに、議長の工藤圭史

さん(久寺家中)と副議

-ー-
4月に我孫子第三

小学校が、文部科学

省から「創意工夫育

成功労学校J表彰の
文部科学大臣賞を受

賞しました。

この賞は、科学技

.- --園田 ...:.....-副 術の分野で児童の創
.A総合学習 I生き物大野きJの発表 意工夫する力の育成

に顕著な成果をあげた学校を表彰するもので、全国34.967
枝の小・中学校の中から26枝が選ばれ、県内では唯一の受
賞です。

受賞にあたり三村校長は、「総合的な学習や生活科、理科

の学習はもとより、校内夏休み作品での科学論文や科学工夫

作品の取り組みなと子どもたち力喧接作品に触れて科学に

興味と意欲をもつような工夫をしてきました。長年の科学教

育の成果が認められて大変うれしいですJと語っていました。

我
ま系
子
第

.)..>..L. 

τ多ー

侭
スJ
文
音B
手斗
.)..>..L. 

τ多ー

大
臣
賞

長の秋本千夏さん舗北小)の進行で行われました。

1日目は市長力布役所の仕事について説明。 2日目には子ども議員から「自然とふれあえ、

子どもから大人まで遊べる公園をつくる計画はありますかJi音のて・る信号をもっと増やし

たほうがよいと思いますJなど、身近な遊び場や手賀沼浄化、成回線増発や歩道の段差解消
な芯さまざまな分野で質問や提言が出されました。「公園を整備するうえで私たちにでき

ることはなんですかJの再質問に、市長は「大人の人たちがボランティアで公園整備をして
います。一緒に参加してくれるとうれしいですJと答えていました。

あ

び

.....， 
ιー

あ

れ

子どもの読書をお

第
白 1
山岡
在日
fE本
Uノの
森一
谷正

里吉
芸達

Z22 

白
山
在
住
で
N
P
O
法
人
デ
イ
ヘ

ル
プ
理
事
長
の
森
谷
良
三
さ
ん
が
、

内
閣
府
が
新
た
に
制
定
し
た
第
1
回

日
本
の

「生
活
達
人
」
に
認
め
ら
れ

今
年
2
月
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
森
谷
さ
ん
が
「
日
曜
大
工

.....， 
ιー

れ

市民図書館が長年にわたる子どもの読

書を推進する活動を認められ 4月に「子
どもの読書活動優秀実践図書館J文部科
学大臣表彰を受けました。 Aあはなし会の始まり始まり

幼いときから本に親しんでもらおうと取り組んできた、子ども向け図書館だ

より「たんた新聞」の発行や「おはなし会J、市内4惇枝の学級ヘ本を賞し出す
「学級文庫」なとうの活動が認められ今回の受賞となりました。

-m 

-E____:1・r . 可・・圃
A喜んでもらえるから続けられるという森谷さん

の
趣
味
を
い
か
し
て
市
内
の
高
齢
者

宅
に
手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
を

解
消
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
定

年
退
職
し
た
方
た
ち
と
続
け
、
デ
イ

ヘ
ル
プ
が
N
P
O
法
人
の
認
証
を
受

け
た
」
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
デ
イ
ヘ
ル
プ
と
し
て
は
、
内
閣

府
バ
リ
ア
フ
リ
1
化
推
進
功
労
者
内

閣
官
房
長
官
貨
を
は
じ
め
数
々
の
貨

を
受
け
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
人
た

ち
に
「
定
年
、
そ
れ
は
人
生
の
午
後

O
時
』
と
一
冨
い
た
い
。
定
年
後
こ
そ

自
由
な
時
聞
が
で
き
、
や
れ
る
こ
と

も
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
こ
の
賞
が
、

こ
れ
か
ら
退
職
す
る
人
た
ち
が
地
域

活
動
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

我孫子第四小学校の

4年生抗 5月24日か

ら26日まで、手賀の

丘少年自然の家で、宿

泊通学を体験しました。

これは、昼間は学校
企夕食は大路きなハンバーグ! ヘ通学し、夜は共同生

活をしながら社会のjレーjレやマナー、人間関係の大切さや思

いやりの心を養おうとするものです。

宿泊施設では、テレビのない生活で、先生や保護者のいな

いなか、食事や入浴、掃除などの日常生活のほか、万華鏡や

ピクチャーパズル、紙飛行機づくりの体験活動とプラネタリ

ウムを鑑賞し、仲間同士のきずなを深めました。

我
孫
子
第
四
小
の
4
年
生
が
宿
泊
通
学

テ
レ
ビ
が
な
く
て
も
楽
し
い
よ

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、

毎月 20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可)

糧事R

竹内旦選

対
同
に
か
か
る
づ
蛮
の
春
の
虹

田
を
植
え
て
雨
音
う
れ
し
大
朝
寝

将
の
聞
の
襲
の
寝
息
や
餅
寝
静
一
行

衣
更
へ
て
つ
ま
ら
ぬ
意
地
を
捨
て
に
け
り

鰍
飛
ん
で
畿
の
潮
引
く
春
の
川

幼
な
児
の
針
よ
り
逃
げ
る
袋
ん

議
守
っ
き
し
早
妥
助
け
呼
ぶ

牛
蛙
雨
雲
低
く
沼
岬
く

小

林

光

江

野

口

コ

ウ

川
上
進
也

下
回
文
子

育
山
陽
子

石
神
愛
子

平

塚

利

雄

今
井
岩
夫

鬼
怒
川
の
探
き
谷
聞
を
下
り
ゆ
く
五
般
の
舟
の
た
て
る
白

波

菅

木

正

子

ト
カ
ゲ
目
ト
カ
ゲ
亜
自
の
、
つ
つ
け
も
の
唐
突
に
わ
が
足
元

よ

ぎ

る

石

河

和

子

新
緑
の
脇
本
陣
急
僕
ら
れ
分
か
た
れ
運
ば
れ
ゆ
き
ぬ

東
海
林
帯
和

死
ぬ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
ふ
メ
モ
残
し
イ
ラ
ク
に
入
り

し
若
き
三
人

小

出

礼

子

老
骨
を
迎
ふ
る
職
場
ま
だ
あ
り
て
ひ
と
花
咲
か
せ
散
り
ゆ

く

も

よ

し

六

津

無

月

め
を
あ
ら
し

来
し
方
の
一

割
が
程
の
行
く
末
に
何
を
悩
む
や
脅
嵐
ふ
く

小
島
順
也

パ
ラ
ソ
ル
の
フ
リ
ル
に
小
さ
き
風
創
れ
て
初
夏
の
ま
ぶ
し

き

橋

の

上

ゆ

く

津

村

阿

星

連
ば
れ
し
紅
茶
と
ペ
ア
の
砂
時
計
逆
さ
に
な
し
て
三
分
を

待

つ

渡

辺

詔

子

榊原敦子選

5
月
の
中
頃
、
高
野
山
地
区
を
訪

れ
る
と
、
畑
の
わ
き
で
ク
ワ
の
木
が

赤
い
実
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

ク
ワ
は
普
通
、
雌
雄
が
別
株
で
す

が
、
同
株
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
期
は
4
月
頃
で
、
雄
花
は
短
い

穂
と
な
り
ま
す
が
、
雌
花
は
球
状
に

集
ま
り
、
白
い
雌
し
べ
の
花
柱
が
目

立
ち
ま
す
。

5ジ
(くわ科)

勿

不
同
局
備
担

"
諮
り
ま
す
"

有
料
で
申
囲
碁
・
将
棋

の
道
具
:
・金
子
宮
7
1
8

2
・
3
3
9
4

"
醸
っ
て
く
だ
さ
い
"

無
料
で
申
子
供
用
自
転

車
(
ロ
イ
ン
チ
)
:
・高
木

宮

7
1
8
3
・
7
2
1
4

申
お
も
ち
ゃ・

C
D
・ピ

デ
オ
・
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
:
・福
祉
サ
ー
ビ
ス
ち

か
ら
宮
7
1
8
5
・
0
2

0
9

申
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

:
・
大
久
保
宮
7
1
8
7
・

2
2
8
3
 

申
し
込
み

各
連
絡
先
に

直
接

圃
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7

1
8
6
・
5
5
0
0

花
に
は
花
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ガ
ク
片
が
4
個
あ
り
ま
す
。

花
後
、
ガ
ク
片
は
膨
ら
み
、
肉
質

で
汁
液
に
富
ん
だ
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
穂
の
軸
の
周
り
に
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
一
つ
の
果
実
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
果
実
は
赤
か
ら
黒
紫
色
に

変
化
し
、
熟
す
と
甘
く
な
り
、
生
で

食
べ
た
り
、
果
実
酒
に
し
た
り
、
ジ

ャ
ム
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ク
ワ
は
養
蚕
の
た
め
、
古
く
か

ら
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
葉
は
て

ん
ぷ
ら
な
ど
に
し
て
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
根
皮
は
薬
用
と
な
り
、

せ
き

こ
、ヲ

咳
止
め
な
ど
に
効
が
あ
り
ま
す
。

ク
ワ
は
ヤ
マ
グ
ワ
を
改
良
し
た
も

の
で
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の

が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

(文
・
写
真
佐
久
間
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